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常陸大宮市花立自然公園指定管理仕様書

常陸大宮市花立自然公園（以下「本施設」という。）において，指定管理者が行う業務

内容とその範囲は，この指定管理仕様書に基づくものとする。この仕様書は，本施設の管

理に当たり原則的な条件を記載したものであり，指定管理者はこの仕様書を踏まえて，効

果的かつ効率的な施設管理を実施すること。

１ 目的

この仕様書は，常陸大宮市花立自然公園の設置及び管理に関する条例（以下「条例」

という。）及び同条例施行規則に定めるもののほか，指定管理者が行う業務の詳細につ

いて定めることを目的とする。

２ 施設の管理に関する基本的な考え方

本施設の管理運営は，次の基本方針に沿って行うこと。

（１）各種業務の重要性を十分に認識し，関係法令，条例等を遵守し，善良な管理者の

注意義務をもって，適正な業務の遂行に努めること。

（２）本施設の設置目的にふさわしいきめ細かいサービスを提供し，利用しやすく，か

つ利用促進を図ることのできる施設運営に努めること。

（３）公の施設であることを常に念頭において，公平な運営を行うこととし，特定の個

人や団体等に有利あるいは不利になる運営をしないこと。

（４）個人情報の保護を徹底すること。

（５）効果的かつ効率的な管理運営を行い，経費の節減及び事業収入の増加に努めるこ

と。

（６）環境に配慮した管理運営を実施すること。

（７）事業計画に基づき，適正かつ安定的な管理運営を行い，本施設の効用を最大限に

発揮するよう努めること。

３ 施設の概要

（１）施設の名称 常陸大宮市花立自然公園

（２）所 在 地 常陸大宮市髙部４６１１番地の１

（３）施設概要 （＊別紙「施設見取図」参照）

① 敷地面積 ８８，０００ ㎡

② 建築構造 木造

③ 主要施設の規模

ア．バーベキュー施設（１棟） １４０．０５㎡

イ．広場 合計２５，８７０㎡

ウ．東屋（１棟） ３０㎡
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エ．遊歩道 １，８６０㎡

オ．公衆便所（３棟） ６３㎡

カ．駐車場 ３，２４０㎡

キ．施設連絡道 １，２１３㎡

ク．アスレチック施設（一式） ３，０００㎡

ケ．簡易宿泊施設（５棟） ５４．５３㎡（２棟）／５５．３５㎡（３棟）

コ．管理棟（１棟） １１６．８７㎡

サ．野外ステージ（１棟） ステージ部分 ６５．１㎡

遊具施設 ８０．７２㎡

シ．天体観測施設（１棟） １００．００㎡

ス．その他敷地内の施設

４ 供用時間及び供用日

※ 指定管理者は，施設の管理運営を行う上で，特に必要があると認めるときは，本市の承

認を受けて，供用時間及び供用日の変更（拡大）し，又は臨時に変更することができる。

施設名 供用日 供用時間

バーベキュ

ー施設

4月1日から10月31日までの毎日(毎週火曜日(その日が国民の祝日に関

する法律(昭和23年法律第178号)第2条に規定する国民の祝日(以下「祝

日」という。)に当たるときは，その翌日。以下同じ。)を除く。ただし，

行事開催期間はこの限りでない。)

午前10時から

午後7時まで

11月1日から翌年3月31日までの毎週土曜日及び日曜日並びに祝日(12月

30日から翌年1月4日までの日を除く。)

午前10時から

午後4時まで

アスレチッ

ク施設

4月1日から10月31日までの毎日(毎週火曜日を除く。ただし，行事開催

期間はこの限りでない。)

午前10時から

午後4時30分まで

11月1日から翌年3月31日までの毎週土曜日及び日曜日並びに祝日(12月

30日から翌年1月4日までの日を除く。)

午前10時から

午後4時まで

簡易宿泊施

設

4月1日から翌年3月31日までの毎日(毎週火曜日(ただし，行事開催期間

はこの限りでない。)及び12月30日から翌年1月4日までの日を除く。)

休憩：午前11時から

午後2時まで

宿泊：午後3時から

翌日の午前10時まで

野外ステー

ジ

4月1日から10月31日までの毎日(毎週火曜日を除く。ただし，行事開催

期間はこの限りでない。)

午前9時から

午後9時まで

11月1日から翌年3月31日までの毎日(毎週火曜日(ただし，行事開催期間

はこの限りでない。)及び12月30日から翌年1月4日までの日を除く。)

午前9時から

午後8時まで
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５ 施設の管理基準

業務の遂行に当たっては，次に示す管理の基準を遵守すること。

（１）管理運営体制の基準

① 管理業務を実施するに当たり必要な組織図を作成し責任体制を確立すること。

② 労働基準法を遵守し，管理業務を効率的に実施するための適正な人員配置を行

うこと。勤務体制については，施設の管理運営に支障がないように配慮し，利

用者の要望に応えることができる体制とすること。

③ 施設の管理運営業務に係る安全確保・事故防止対策の徹底，接遇の向上等職員

の能力育成を図るため必要な研修について，年間計画を立て実施すること。

（２）施設の管理全般に関する事項

① 管理責任者１名及び防火管理者１名を配置し，本市にその者の氏名を報告する

こと。

② 安全管理に十分配慮し，火災，損傷等を防止して財産の保全を図るとともに，

利用者及び職員の安全確保に努めること。

③ 衛生管理に十分配慮し，常に快適な利用ができる状態の保持に努めること。

④ 非常災害，事故等の緊急事態発生時に備え，具体的な対応計画を定め，緊急時

の連絡先等をあらかじめ本市に報告するとともに，避難・救出その他必要な訓

練を定期的に実施すること。

⑤ 施設の円滑な運営のため，地域や利用者との十分な信頼関係を構築し，その関

係を維持向上させること。

⑥ 利用者等の急な病気，けが等に対応できるよう，緊急時には的確な対応を行う

こと。

⑦ 利用者の意見等を把握するため，利用者アンケートを実施する等必要な措置を

講ずるとともに，徴した意見等に適切に対応すること。併せて，積極的に管理

運営に反映させるよう努めること。

⑧ 緊急対策及び防災対策等についてマニュアルを作成し，職員に指導を行い，適

切な対応ができるよう努めること。

⑨ 業務遂行に当たって，施設内外における盗難事故，第三者による加害，または

災害等が発生したとき，あるいは，これらの事態が予測できるときは適切な処

置を講ずるとともにその内容を速やかに本市に報告し，指示を仰ぐこと。

なお，災害発生時（台風，豪雨，地震等）においては，施設の点検を必ず実

施し，その結果を速やかに本市に報告すること。また，施設に損傷等が生じ

た場合には，本市と協議の上可能な限り早期の復旧に努めること。

⑩ 他の地方公共団体の職員等による視察，市内小中学校による見学等について

は，原則として指定管理者が対応すること。

⑪ 自動体外除細動器（ＡＥＤ）を設置し，適切に管理すること。
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（３）関係法令及び条例等の遵守

次に示す関係法令及び条例等を遵守し，適正な管理運営を行うこと。

・地方自治法（昭和２２年法律第６７号）

・消防法（昭和２３年法律第１８６号）

・危険物の規則に関する政令（昭和３４年政令第３０６号）

・建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）

・浄化槽法（昭和５８年法律第４３号）

・常陸大宮市個人情報保護条例（平成１６年大宮町条例第８号）

・常陸大宮市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例

（平成１７年常陸大宮市条例第２８号）

・フロン排出抑制法（平成１３年法律第６４号）

・その他関係法令等

６ 指定期間

指定期間は令和８年４月１日から令和１３年３月３１日までの５年間を予定し，議会

議決の後，基本協定書において定める。

７ 業務内容

指定管理者が行う業務は，次のとおり（詳細は別表「業務内容一覧」のとおり）とする。

なお，指定管理者が業務を一括して第三者へ委託し，又は請け負わせることはできない

ものとする。ただし，業務の一部については，本市と協議の上委託することができる。

（１）管理運営に関する業務

①バーベキュー施設管理業務

②管理棟及びスペースアスレランド施設管理業務

③簡易宿泊施設及び公衆便所管理業務

④野外ステージ管理業務

⑤天体観測施設管理業務

⑥施設全般管理業務

（２）維持管理に関する業務

①芝生管理業務

②草小木刈払業務

③遊歩道刈払業務

④花木管理業務

④ 上記以外の施設内全般管理業務

８ 自主事業について

（１）指定管理者は，施設の設置目的を効果的に達成するため，本施設を活用し自主事

業（施設の設置目的に沿って指定管理者が独自に企画し行う事業）を実施すること



5

ができる。なお，本募集においては，自主事業の提案・実施を原則とし，自主事業

により施設のアップデートや利活用促進が図られる提案とすること。

（２）事業実施に当たっては，事前に自主事業企画書を提出し市長の承認を得るものと

する。事業の可否は，施設の設置目的に照らして判断するものとし，ふさわしくな

いと判断される事業は承認しない。

（３）自主事業は本来の業務の実施を妨げない範囲で，指定管理者の責任と費用によ

り実施するものとし，事業実施における収入及び支出は，指定管理者に帰属する。

９ 施設の経理に関する事項

（１）利用料金制度

地方自治法第２４４条の２第８項に定める利用料金制度を採用し，施設の利用に

係る利用料金は指定管理者自らの収入とする。また，利用料金の額については，条

例の規定の範囲内で予め本市の承認を受けた上で指定管理者が定めることができる。

利用料金の額の設定にあたっては，利用率の向上，市民サービスの向上に配慮する

こと。（なお，消費税及び地方消費税は，内税として扱うこと。）

（２）物品販売等に係る売上の取扱い

物品販売等に係る売上等については，指定管理者の収入として収受することができ

るものとする。

（３）指定管理料の支払い

本市は，指定管理業務に要する経費の見込額から収入の見込額を差し引いた額を指

定管理料として，各年度の予算の範囲内で指定管理者に支払う。

指定管理料の額については，指定管理者から提出された収支計画書を踏まえ，本市

と指定管理者との間で年度ごとに協議し，年度協定書において定める。

指定管理料の支払額，支払回数，支払時期及び支払方法は，年度協定書において定

める。

（４）経費の管理

会計年度（４月１日から翌年３月３１日まで）ごとに管理すること。詳細は協定書

に定める。なお，本施設の指定管理業務の実施に係る支出及び収入については，団体

独自の口座とは別の独立した口座で管理し，収支状況を明確にすること。

（５）指定管理料の精算

指定管理業務を本市が示した水準どおりに確実の実施する中で，利用料金等収入や

事業等収入の増加，経費の節減など指定管理者の経営努力により生み出された余剰金

については，原則として精算による返還を求めない。

ただし，指定管理料のうち修繕費については，毎年度精算することとし，残金が生

じた場合は返還を求めるものとする。

なお，指定管理者の所有に帰属する備品等の修繕に関しては，指定管理者の責任と

費用において修繕等を実施すること。
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１０ 業務報告書の提出等

（１）定期報告書等

当月の事業の実施状況，利用状況（利用者数，利用料金収入等）を翌月の１０日ま

でに報告書として提出すること。また，各種管理記録を整備，保管すること。

（２）年間の事業報告書

事業報告書については，常陸大宮市公の施設に係る指定管理者の指定手続き等に関

する条例の規定に基づき，毎年度終了後３０日以内に提出すること。

本市は，提出された事業報告書の内容を確認し，その内容が事業計画書の趣旨・内

容から逸脱したものであった場合，若しくは別に定める協定書に違反するものであっ

た場合は，指定を取消し，又は業務の全部若しくは一部を停止する措置を取ることが

ある。

（３)モニタリングの実施

指定管理者の業務の遂行状況や実績を確認するため，本市は必要に応じて施設，物

品，各種帳簿等の立ち入り検査等のモニタリングを行う。

（４）実績評価の実施

指定管理者が事業計画書に基づき提供する業務の水準を確認するため，本市が定め

る指定管理者管理運営業務評価指針に基づき実績評価を行う。

（５）業務の基準を満たしていない場合の措置

実績評価の結果，指定管理者の業務が基準を満たしていない場合や改善が必要な場

合等には，指定管理者が必要な措置を講じるよう本市は通知や指導を行う。

（６）その他の報告

① 本市は，必要に応じ管理業務及び経理状況に関して報告を求めることがある。

② 施設内における盗難や災害等あらゆる事故については，適切な対応をするとと

もに，その内容を本市へ報告すること。

１１ 協定の締結

本市と指定管理者は，包括的な事項を定めた基本協定及び年度ごとの年度協定を締結

する。協定の締結に際し必要な事項については，本市と指定管理者が協議の上定めるこ

ととする。

１２ 準備行為の実施

（１）準備行為の実施

指定管理者の指定後，令和８年４月１日からの管理運営に向けて準備行為を行なう

こと。

（２）準備行為に係る経費

準備行為に係る業務のために支出した費用については，本市は一切負担しない。
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１３ 個人情報保護

指定管理者は，常陸大宮市個人情報保護法施行条例（令和４年常陸大宮市条例第２０

号）に準じて，個人情報について適切に取扱うものとする。

１４ 備品等物品の所有権

指定管理者に貸し付ける備品等については，本市の所有とし，その使用及び保管には

十分注意すること。また，本市が指定管理者に支払う指定管理料により購入した備品等

ついても本市の所有とする。

指定管理者が自ら購入・搬入し保管を要する備品等については，指定管理者の所有と

するが，その都度本市に報告すること。

なお，指定管理者の所有に帰属する備品等の修繕に関しては，指定管理者の責任と費

用において修繕等を実施すること。

１５ 指定管理業務の継続が困難になった場合の措置

（１）指定管理者は，業務の継続が困難となった場合又はそのおそれが生じた場合は，

速やかに本市に報告するものとし，その場合の措置については，次のとおりとする。

① 指定管理者の責めに帰すべき理由による場合

指定管理者の責めに帰すべき理由により業務の継続が困難となった場合又はそ

のおそれが生じた場合は，本市は指定管理者に対して改善等の指示を行い，期間を

定めて改善策の提出及び実施を求めることができるものとする。指定管理者がその

期間内に改善することができなかった場合は，本市は，指定管理者の指定の取消し，

又は業務の全部若しくは一部の停止を命ずることができるものとする。

② 指定が取り消された場合の賠償等

上記により指定管理者の指定が取り消され又は業務の全部若しくは一部が停止

された場合，指定管理者は，本市に生じた損害を賠償するものとし，協定書に規定

するものとする。

③ 不可抗力等による場合

不可抗力その他指定管理者又は本市の責めに帰することができない理由により

業務の継続が困難となった場合は，指定管理者と本市は，業務継続の可否等につい

て協議を行い，継続が困難と判断した場合は，本市は，指定管理者の指定の取消し，

又は業務の全部若しくは一部の停止を命じることができるものとする。

（２）指定管理者は，指定期間の終了若しくは指定の取消し等により次の指定管理者に

引き継ぐ場合は，円滑かつ支障なく引継ぎができるように協力するものとする。

１６ 協議

この仕様書に規定するもののほか，指定管理者の業務の内容及び処理について疑義が

生じた場合は，本市と指定管理者が協議し決定するものとする。
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１７ 責任分担の方針

協定締結に当たり，本市が想定する主要な責任分担の方針は，「責任分担一覧」のと

おりとする。

１８ その他

（１）業務上の注意事項

① 業務中は，職務に専念するとともに，服装，言動等に十分注意し利用者に対して

不快感を抱かせることのないよう配慮すること。

②業務遂行に当たっては，名目のいかんを問わず，第三者から金品を授受しないこと。

③利用者及び近隣住民の意見，苦情等に対して，誠意をもって対応すること。

（２）工事等の損失補償

工事等が原因で，やむを得ず休館となったこと等により損失が生じても，原則とし

てその補償はしない。

（３）納税義務等

指定管理者は，消費税および地方消費税，法人税，法人事業税，事業所税等の納税

義務を負う場合があるので，納税に関することは，管轄の税務署等の関係機関に確認

すること。

（４）指定管理者に特に要望する事項

指定管理業務の実施に当たり，市内中小企業者の受注機会の増大と市内中小企業者

に配慮した物品等の調達に努めること。

また，業務の一部を第三者に委託若しくは請け負わせる等の場合は，原則として市

内業者を優先に対象とすること。

（５）業務用車両の取り扱い

業務遂行上，車両が必要な場合は，指定管理者において用意すること。燃料費につ

いては，業務上必要と認められる範囲で指定管理料に含めて支払うこととする。
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【責任分担一覧】

項 目 指定管理者 本 市

施設の管理運営 施設の利用調整・指導，案内，警備，苦情対応，

安全・環境衛生管理，事業の企画・実施
○

施設の維持管理 清掃，施設保守点検，光熱水費等の支出，物品・

消耗品管理等
○

施設の利用許可

等

受付・案内，許可等，利用料金徴収業務
○

施設の法的管理 占用，設置及び管理の許可申請の届出等 ○

受付及び送付事務

○

許可

金利及び物価の

変動
金利及び物価の変動による経費の増加 ○

需用変動 当初の需用見込みと異なる状況による利用者減
○

保険加入 市有施設の火災保険の加入（注１） ○

利用者に係る賠償責任保険及び

個人情報漏えい保険の加入（注２）

○

指定管理者の自主事業
○

個人情報保護 個人情報の保護・管理（注３） ○

包括的管理責任 ○ 管理瑕疵 ○

改築・増築・改造等 ○

災害時対応 待機連絡体制の確保，被害調査・報告，応急措置

等
○

○

指示等

災害復旧（本格復旧） ○

指定管理者の責めに帰

すべき事由であるとき

○

事故・災害等による修繕 協議事項

修繕等の実施

施設・設備 見積額５０万円未満の修繕 ○

上記以外 協議事項

備品 指定管理者の所有に帰属する備品 ○

本市の所有備品 見積額１０万円未満の修繕

（買い替えを含む）
○

上記以外 協議事項



10

（注１）

全国町村会の「建物損害共済」に，本市が加入する。

（注２）

現在本市が加入している「全国町村会総合賠償補償保険」では，指定管理者も被保険者とみなされる

が，指定管理者が行う「自主事業（イベント等）」の賠償補償については，対象とはならない。個人情報

漏えい保険についても，同様の取扱いとする。

《参 考》

＊現在市が加入している全国町村会総合賠償補償保険（全国町村会）の概要（平成２７年６月現在）

ア 賠償責任保険

本市が所有，使用，管理する施設の瑕疵や市の行う業務遂行上の過失に起因する事故に

ついて，本市に法律上の賠償責任が生じることによって被る損害をてん補する保険

イ 個人情報漏えい保険

業務の遂行に関して，日本国内における個人情報を漏えいしたことまたはそのおそれがあることに

起因して，日本国内において損害賠償請求がなされたことにより，本市に法律上の賠償責任が生じる

ことによって被る損害をてん補し，また漏えい発生時の対応費用による損害をてん補する保険

区 分 補償限度額

身体賠償
1人につき １億円

１事故につき １０億円

財物賠償 １事故につき ２，０００万円

区 分 補償限度額

損害賠償 年間支払限度額 １億円型

対応費用

（プロテクト費用）

1事故につき １，０００万円

年間支払限度額 ３，０００万円
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別 表

１ 管理運営に関する業務（別紙全体図参照）

項 目 内 容

①バーベキュー施

設管理業務

ア 施設の保全管理に関すること。

・公園備品，水道，便所，花見台，東屋，ベンチ，防護柵，階段，花木

等の保全管理

・バーベキュー施設の浄化槽維持管理業務

イ 清掃業務に関すること。

・ゴミ，カンの収集処理，便所，道路（進入路，遊歩道）の両側法面，

駐車場，広場周辺の清掃・処理等

ウ バーベキュー業務の運営に関すること。

・利用の許可及び料金収入事務，備品の貸出し業務

②管理棟及びスペ

ースアスレランド

施設管理業務

ア 施設の保全管理に関すること。

・管理棟，水道，便所，スペースアスレランド施設保全管理

・管理棟の機械警備業務

・管理棟の浄化槽維持管理業務

イ 清掃業務に関すること。

・管理棟，スペースアスレランド施設内及び周辺の清掃・処理等

ウ スペースアスレランドの運営に関すること。

・利用料金収入事務

・スペースアスレランド保守点検業務

・スペースアスレランド券売機賃貸業務

③簡易宿泊施設及

び公衆便所管理業

務

ア 施設の保全管理に関すること。

・簡易宿泊施設（宿泊施設内の備品を含む），公衆便所，防護柵，階段，

花木等の保全管理

・簡易宿泊施設の機械警備業務

・簡易宿泊施設の浄化槽維持管理業務

イ 清掃業務に関すること。

・簡易宿泊施設，便所，山村広場及び周辺の清掃・処理等

ウ 簡易宿泊施設の運営に関すること。

・利用の許可及び料金収入事務，受付，簡易宿泊施設の貸出し業務

④野外ステージ管

理業務

ア 施設の保全管理に関すること。

・野外ステージ（遊具施設を含む）の保全管理

イ 清掃業務に関すること。

・野外ステージおよび周辺の清掃・処理等

ウ 野外ステージの運営に関すること。

・利用の許可及び料金収入事務，受付，野外ステージの貸出し業務
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２ 維持管理に関する業務（別紙全体図参照）

(ア)天体観測施設管

理業務

ア 施設の保全管理に関すること。

・機械警備業務

・浄化槽維持管理業務

・施設内外保全管理業務（鍵管理等含む）

イ 清掃業務に関すること。

・天体観測施設周辺の清掃，処理等

その他

・天体観測施設の利用受付業務に関すること。

・天体観測施設運営団体との連絡調整に関すること。

(イ)施設全般管理業

務

ア 電気設備の維持管理に関すること。

イ 空調設備(業務用エアコン・冷蔵冷凍機器等)の維持管理に関すること。

ウ 給排水設備等の維持管理に関すること。

・受水槽維持管理業務

エ 施設の利用促進・PR（パンフレット作成等含む）に関すること。

オ その他公園内設備・備品・消耗品等の管理に関すること。

項 目 面 積 内 容

①芝生管理業務 ８，１００㎡

ア 刈込み，集積または搬出（年４回以上）

イ 施肥（状況に応じて）

ウ 散水（状況に応じて）

エ 防虫作業（状況に応じて）

②草小木刈払業務 ６６，７３２㎡ ア 刈払い，集積または搬出（年４回以上）

③遊歩道刈払業務 １，０８０㎡ ア 刈払い，集積または搬出（年４回以上）

④花木管理業務 ９，３００㎡
ア 花木の剪定（年１回以上）

イ 施肥（樹木草花の状況に応じて）

上記以外の公園内

全般管理業務

ア 常時，公園としてみにくくない状態を維持すること

イ 公園進入路（国道～高部細草水道タンク）の清掃，

除草及びその処理

ウ 枯木の処理

エ 剪定作業

オ 廃棄物の分別等適切に行い，定期的にゴミの収集等

を行うこと。


